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令和３年度第３回千葉市文化財保護審議会議事録  

 

１  日   時   令 和 ４ 年 ３ 月 ２ ４ 日 （ 木 ）  午 後 ２ 時 ～ ４ 時    

２  場   所   千 葉 ポ ー ト サ イ ド タ ワ ー １ ２ 階  教 育 委 員 会 室  

３  出  席  者  （ 委 員 ）  

                山 田 俊 輔 会 長 、 河 東 義 之 副 会 長 、 菅 根 幸 裕 委 員 、  

吉 村 稔 子 委 員 、 神 谷 睦 代 委 員  

       （ 事 務 局 ）  

        佐 々 木 生 涯 学 習 部 長 、 佐 久 間 文 化 財 課 長 、  

児 玉 文 化 財 課 長 補 佐 、 そ の 他 事 務 局 職 員  

４  報 告 事 項  

（ １ ）  歴 史 的 建 造 物 （ 古 民 家 ） の 文 化 財 指 定 に 向 け た 協 議 に つ い て  

（ ２ ）  千 葉 市 指 定 文 化 財 「 旧 生 浜 町 役 場 庁 舎 」 の 管 理 に 関 す る 報 告  

（ ３ ）  千 葉 市 地 域 文 化 財 「 千 葉 市 ゆ か り の 家 ・ い な げ 」 の 管 理 に 関 す

る 報 告  

（ ４ ）  千 葉 市 地 域 文 化 財 「 寒 川 神 社 の 御 浜 下 り 」 関 連 資 料 調 査 の 実 施

に つ い て  

（ ５ ）  「 千 葉 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 」 の 作 成 に つ い て  

（ ６ ）  「 特 別 史 跡 加 曽 利 貝 塚 新 博 物 館 基 本 計 画 」 の 策 定 に つ い て  

 

７  会 議 経 過  

報 告 事 項 （ １ ） 歴 史 的 建 造 物 （ 古 民 家 ） の 文 化 財 指 定 に 向 け た 協 議 に つ   

      い て  

 （ 山 田 会 長 ） 報 告 事 項 （ １ ） に つ い て 、 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  

       【 事 務 局 職 員 が 歴 史 的 建 造 物（ 古 民 家 ）の 文 化 財 指 定 に 向 け

た 協 議 に つ い て 報 告 】  

（ 山 田 会 長 ） た だ い ま の 説 明 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

 （ 河 東 委 員 ）こ の よ う な 大 規 模 な 修 理 が 必 要 な 事 例 の 場 合 、市 が 寄 贈 を 受

け 、市 の 負 担 に よ り 修 理 を 行 う ケ ー ス も あ る が 、本 件 は 現 所 有

者 の ま ま で の 保 存 が 求 め ら れ て い る 状 況 で あ る 。  

木 造 建 築 の 保 存 に お い て 最 も 懸 念 さ れ る の が 雨 漏 り で あ る  

が 、現 状 で 屋 根 の 修 理 に 必 要 な 金 額 は 概 算 で 一 億 円 近 い 膨 大 な  

金 額 と な り 、市 が 半 額 を 補 助 し た と し て も 、所 有 者 が 一 度 に 負  

担 で き る 金 額 で は な い 。所 有 者 の 負 担 額 を 軽 減 す る た め の 策 と  
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し て は 、修 理 を ３ 段 階 に 分 け て 実 施 す る こ と が 挙 げ ら れ る 。第  

一 段 階 と し て 、穴 が 開 い て い る 個 所 を 鉄 板 で 塞 ぎ 、雨 漏 り を 防  

ぐ こ と 。第 二 段 階 は 中 長 期 的 な 対 策 と し て 、耐 用 年 限 を 経 過 し  

て い る 茅 葺 屋 根 を 除 去 し 、銅 板 屋 根 で 塞 ぐ こ と 。第 三 段 階 と し  

て 、建 築 当 初 の 茅 葺 屋 根 に 復 元 す る の が 望 ま し い 。但 し 第 三 段  

階 の 復 元 は 、建 物 を 将 来 的 に ど の よ う に 活 用 し て い く の か を 十  

分 議 論 し た う え で 判 断 す る 必 要 が あ る 。  

千 葉 市 で は 同 建 造 物 を 除 き 、保 存 状 態 の 良 好 な 木 造 建 築 物 は  

他 に な く 、千 葉 市 の 歴 史 を 考 え る う え で 非 常 に 重 要 な 建 造 物 で  

あ り 、現 地 保 存 が 実 現 す る こ と が 望 ま し い 。な お 、現 地 保 存 以  

外 の 方 法 と し て 解 体 保 存 と い う 選 択 肢 は あ る が 、解 体 さ れ た 部  

材 は 経 年 劣 化 が お こ る こ と か ら 、速 や か な 移 築 復 元 が 前 提 の 保  

存 方 法 と 考 え る べ き で あ る 。  

（ 山 田 会 長 ）文 化 財 と し て 建 物 を 保 存 す る た め に は 、莫 大 な 所 有 者 負 担 が   

必 要 と な り 、大 変 難 し い 問 題 と 認 識 し て い る 。指 定 文 化 財 と し   

て 建 物 の 原 型 を 変 え ず に 保 存 す る こ と を 求 め た 結 果 、文 化 財 が  

滅 失 す る 事 態 は 好 ま し く な い 。市 に と っ て も 重 要 な 歴 史 的 価 値  

を 有 す る 建 物 で あ り 、建 物 の 滅 失 を 防 ぐ た め に は 、従 来 の 文 化  

財 保 護 の 概 念 に 捉 わ れ ず に 柔 軟 な 検 討 を 行 う 必 要 が あ る 。指 定  

文 化 財 と し て 保 存 す る こ と だ け に こ だ わ る の で は な く 、積 極 的  

な 活 用 等 を 踏 ま え た 修 復 案 を 検 討 す る こ と も 考 え る べ き で は  

な い か 。所 有 者 は 将 来 的 な 建 物 の 活 用 と 現 状 の 維 持 に 対 し て は 、 

ど の よ う な 考 え を 持 っ て い る の か 。  

（ 事  務  局 ）所 有 者 に 対 し て は 、将 来 的 な 方 向 性 が 定 ま る ま で の 応 急 対 策  

と し て 、屋 根 の 雨 漏 り を 防 ぐ 工 事 を 再 度 実 施 し て も ら え な い か  

検 討 を 依 頼 し た が 、将 来 的 な 方 向 性 が 定 ま ら な い 状 況 で の 応 急  

的 な 対 策 工 事 を 繰 り 返 し 実 施 す る こ と は 難 し い と の 回 答 を 得     

て い る 。ま た 、こ れ ま で も 将 来 的 な 活 用 に つ い て の 提 案 は 行 っ  

て い る が 、所 有 者 と し て は 現 段 階 で 積 極 的 な 活 用 に は 消 極 的 な  

見 解 で あ る 。今 、我 々 と し て 出 来 る こ と は 、い ち 早 く 将 来 的 な  

方 向 性 の 道 筋 を 示 す こ と で あ る 。そ の 中 で 、文 化 財 と し て 指 定  

す る こ と に こ だ わ ら ず 、様 々 な 活 用 の 方 法 を 提 案 す る 必 要 が あ  

る と 考 え て い る 。 改 め て 、 他 市 の 活 用 事 例 等 を 紹 介 す る な ど 、 

建 物 を 後 世 に 残 せ る よ う 方 法 を 探 っ て い き た い と 考 え て い る 。 
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（ 山 田 会 長 ） 他 に 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

      【 質 問 ・ 意 見 無 し 】  

（ 山 田 会 長 ）事 務 局 に お い て は 、報 告 の 内 容 を も と に 、今 後 の 事 務 を 進 め

て い た だ き た い 。  

 

報 告 事 項（ ２ ）千 葉 市 指 定 文 化 財「 旧 生 浜 町 役 場 庁 舎 」の 管 理 に 関 す る 報 告  

 （ 山 田 会 長 ） 報 告 事 項 （ ２ ） に つ い て 、 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  

       【 事 務 局 職 員 が 旧 生 浜 町 役 場 庁 舎 の 管 理 状 況 に つ い て 報 告 】 

（ 山 田 会 長 ） た だ い ま の 説 明 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

      【 質 問 ・ 意 見 無 し 】  

（ 山 田 会 長 ）事 務 局 に お い て は 、報 告 の 内 容 を も と に 、今 後 の 事 務 を 進 め

て い た だ き た い 。  

 

報 告 事 項（ ３ ）千 葉 市 地 域 文 化 財「 千 葉 市 ゆ か り の 家・い な げ 」の 管 理 に 関  

す る 報 告  

 （ 山 田 会 長 ） 報 告 事 項 （ ３ ） に つ い て 、 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  

       【 事 務 局 職 員 が 千 葉 市 ゆ か り の 家・い な げ の 管 理 状 況 に つ い

て 報 告 】  

（ 山 田 会 長 ） た だ い ま の 説 明 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

（ 河 東 委 員 ）現 在 の 屋 根 の 葺 き 替 え は い つ 実 施 さ れ た も の か わ か っ て い る

の か 。  

（ 事  務  局 ） わ か っ て い な い 。  

（ 河 東 委 員 ）瓦 葺 の 屋 根 は 永 久 的 に 保 つ と 思 わ れ が ち だ が 、経 年 劣 化 は 必

ず 発 生 す る 。東 日 本 大 震 災 の 際 、茨 城 県 桜 川 市 の 伝 統 的 建 造 物

群 保 存 地 区 に お い て は 、戦 後 一 度 も 修 理 を 実 施 し て い な い 建 物

の 9 割 以 上 で 瓦 屋 根 が 落 下 す る な ど の 被 害 が 発 生 し た 。前 回 の

葺 き 替 え か ら ５ ０ 年 以 上 が 経 過 し て い る の で あ れ ば 、全 面 的 な

葺 き 替 え を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

（ 山 田 会 長 ）小 規 模 修 繕 を 実 施 し て も 、繰 り 返 し 雨 漏 り が 発 生 し て い る 原

因 は 、 屋 根 全 体 の 経 年 劣 化 が 原 因 と 考 え て 良 い の か 。  

（ 河 東 委 員 ）そ の よ う に 考 え て 問 題 な い と 思 わ れ る 。瓦 が 少 し で も ず れ れ

ば 雨 漏 り の 原 因 と な る ほ か 、近 年 は 過 去 に 前 例 の 無 い よ う な 大

雨 等 も 発 生 し て お り 、 今 後 も 雨 漏 り が 発 生 す る 可 能 性 は 高 い 。 

瓦 屋 根 を 葺 き 替 え れ ば 、 雨 漏 り の 問 題 は 改 善 さ れ る と 考 え ら



 

 4 

れ る 。  

 （ 山 田 会 長 ）瓦 屋 根 を 葺 き 替 え る 際 は 、当 時 と 同 じ 瓦 を 用 い る と 考 え て 良    

い の か 。  

 （ 河 東 委 員 ）本 質 的 に は そ の 通 り だ が 、当 時 と 同 じ 瓦 は 現 在 製 造 さ れ て お   

ら ず 、大 き さ 等 の 規 格 も 異 な る 。鬼 瓦 な ど の 主 だ っ た 瓦 は 再 利  

用 し 、そ れ 以 外 は 現 代 の 瓦 を 使 用 す る こ と は や む を 得 な い 。但  

し 、同 じ 色 調 の も の を 選 び 、建 物 の 景 観 を 損 な わ な い よ う な 配  

慮 は 必 要 で あ る 。  

（ 山 田 会 長 ） 他 に 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

      【 質 問 ・ 意 見 無 し 】  

（ 山 田 会 長 ）事 務 局 に お い て は 、報 告 の 内 容 を も と に 、今 後 の 事 務 を 進 め

て い た だ き た い 。  

 

報 告 事 項（ ４ ）千 葉 市 地 域 文 化 財「 寒 川 神 社 の 御 浜 下 り 」関 連 資 料 調 査 の 実  

施 に つ い て  

（ 山 田 会 長 ） 報 告 事 項 （ ４ ） に つ い て 、 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  

       【 事 務 局 職 員 が「 寒 川 神 社 の 御 浜 降 り 」関 連 資 料 調 査 の 実 施

に つ い て 報 告 】  

（ 山 田 会 長 ） た だ い ま の 説 明 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

（ 菅 根 委 員 ）布 地 の 資 料 は 一 般 的 に 劣 化 が 進 み や す い が 、本 資 料 に つ い て

は 比 較 的 良 好 な 状 態 だ と 見 受 け ら れ る 。本 資 料 で 重 要 な こ と は 、

裏 地 に 幕 を 新 調 し た 経 緯 や 寄 進 者 名 が 書 か れ て い る こ と に あ

り 、年 代 の わ か る 資 料 と い う 点 で も 歴 史 的 に 貴 重 で あ る 。留 意

す べ き 点 と し て 、今 後 の 保 管 状 況 等 に よ っ て は 資 料 劣 化 が 進 行

す る 恐 れ も あ る こ と か ら 、服 飾 や 布 素 材 の 専 門 家 に 今 後 の 保 存

方 法 や 資 料 の 状 態 に つ い て 意 見 を 求 め る 必 要 が あ る と 考 え て

い る 。  

（ 山 田 会 長 ） 他 に 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

      【 質 問 ・ 意 見 無 し 】  

 

（ 山 田 会 長 ）事 務 局 に お い て は 、報 告 の 内 容 を も と に 、今 後 の 事 務 を 進 め

て い た だ き た い 。  
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報 告 事 項 （ ５ ）「 千 葉 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 」 の 作 成 に つ い て  

（ 山 田 会 長 ） 報 告 事 項 （ ５ ） に つ い て 、 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  

       【 事 務 局 職 員 が「 千 葉 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 」の 作 成 に

つ い て 報 告 】  

（ 山 田 会 長 ） た だ い ま の 説 明 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

（ 菅 根 委 員 ）文 化 財 保 存 活 用 協 議 会 は 文 化 財 の 所 有 者 、市 民 団 体 、商 工 関

係 団 体 、観 光 関 係 団 体 等 で 構 成 す る と の こ と だ が 、文 化 財 保 護

の 視 点 を 持 っ た 委 員 が 含 ま れ て い な い 。文 化 財 保 護 審 議 会 の 意

見 聴 取 も 必 要 で あ り 、同 審 議 会 委 員 が 協 議 会 の 委 員 と し て 参 加

す る こ と を 検 討 す べ き で は な い か 。  

（ 事  務  局 ） ご 指 摘 の 内 容 を 踏 ま え て 協 議 会 の 構 成 委 員 の 再 検 討 を 行 う 。

ま た 、文 化 財 保 護 の 専 門 家 以 外 に 都 市 計 画 や 地 域 づ く り の 専 門

家 の 意 見 も 聞 く 必 要 も あ る こ と か ら 、併 せ て 委 員 構 成 の 検 討 を

行 う 。  

（ 菅 根 委 員 ）文 化 財 の 保 存 と 活 用 は 両 極 に あ る も の な の で 、バ ラ ン ス の 良

い 委 員 構 成 を 検 討 し て ほ し い 。  

（ 山 田 会 長 ）作 成 過 程 で は 保 護 審 議 会 で の 意 見 聴 取 も 必 要 と な る こ と か ら 、

協 議 会 と 審 議 会 の 連 携 等 を 考 慮 し た 委 員 構 成 と す る 必 要 が あ

る 。他 市 等 の 事 例 等 も 踏 ま え 、十 分 な 情 報 を 収 集 し た う え で 検

討 を 進 め て ほ し い 。  

市 民 の 意 見 を 反 映 し な が ら 計 画 を 作 成 す る こ と は 非 常 に 重

要 な こ と で あ る 。 現 状 で 市 民 が 地 域 の 歴 史 や 文 化 財 に ど の よ

う な 意 識 を 持 っ て い る の か 、 計 画 作 成 の 過 程 や 事 業 実 施 を 通

し て 、 市 民 意 識 が ど の よ う に 変 化 し て い っ た の か 、 計 画 の 実

行 性 を 検 証 す る た め に も 、 市 民 意 識 の 変 化 を デ ー タ と し て 把

握 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

（ 山 田 会 長 ） 他 に 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

      【 質 問 ・ 意 見 無 し 】  

（ 山 田 会 長 ）事 務 局 に お い て は 、報 告 の 内 容 を も と に 、今 後 の 事 務 を 進 め

て い た だ き た い 。  

 

報 告 事 項 （ ６ ）「 特 別 史 跡 加 曽 利 貝 塚 新 博 物 館 基 本 計 画 」 の 策 定 に つ い て  

（ 山 田 会 長 ） 報 告 事 項 （ ６ ） に つ い て 、 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  

       【 事 務 局 職 員 が「 特 別 史 跡 加 曽 利 貝 塚 新 博 物 館 基 本 計 画 」の
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策 定 に つ い て 報 告 】  

（ 山 田 会 長 ） た だ い ま の 説 明 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

（ 山 田 会 長 ） 管 理 運 営 の 方 針 の 中 で 、「 み ん な で つ く る ・ 育 て る 博 物 館 」

を 体 現 す る 運 営 体 制 の 構 築 と あ る が 、 具 体 的 に ど の よ う な 事

業 を 想 定 し て い る の か 。  

（ 事  務  局 ）  基 本 計 画 の 策 定 過 程 か ら 、 市 民 参 加 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催

し 、 博 物 館 に 関 係 す る 既 存 の 活 動 団 体 等 か ら の 意 見 を 取 り 入

れ な が ら 進 め て き た 。 今 後 の 史 跡 整 備 等 に つ い て も 、 同 様 に

ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 開 催 す る こ と で 、 市 民 の 意 見 を 取 り 入 れ

な が ら 進 め て い く 予 定 で あ る 。  

（ 山 田 会 長 ）  S D G s に 沿 っ た 博 物 館 の 取 り 組 み と し て 、縄 文 時 代 が 持 続 可

能 な S D G s の 社 会 構 造 で あ っ た こ と を 伝 え る だ け で な く 、地 域

社 会 の 持 続 可 能 性 に つ い て も 重 要 な 視 点 と な る の で は な い か 。

「 み ん な で つ く る・育 て る 博 物 館 」と い う 視 点 か ら は 、住 民 主

体 の 地 域 づ く り や 市 民 活 動 の 拠 点 的 な 性 格 を 有 す る こ と と な

る 。 縄 文 時 代 が テ ー マ の 博 物 館 で は あ る が 、 市 民 活 動 の 持 続

性 を 維 持 す る と い う 観 点 か ら 、 縄 文 時 代 以 外 の 時 代 や 地 域 の

歴 史 に 関 す る 活 動 等 も 幅 広 く 取 り 入 れ る こ と も 重 要 に な る 。

文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 の 趣 旨 と も 共 通 す る が 、 総 合 的 に 市

内 の 文 化 財 の 保 存 活 用 に 寄 与 す る こ と が で き る よ う に 、 多 く

の 市 民 や 関 係 機 関 が 連 携 し て い く こ と が 重 要 で は な い か と 考

え ら れ る 。  

（ 事 務 局 ）  文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 の 作 成 、新 博 物 館 の 建 設 ・運 営 等 を

通 し て 、 総 合 的 な 文 化 財 の 保 存 活 用 を 推 進 し て い け る よ う に

留 意 す る 。  

 

 （ 山 田 会 長 ） こ れ に て 議 事 を 終 了 す る 。  

 

                  

 

        問 い 合 わ せ 先  千 葉 市 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 部 文 化 財 課  

                 Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ４ ３ － ２ ４ ５ － ５ ９ ６ ２  

                 Ｆ Ａ Ｘ  ０ ４ ３ － ２ ４ ５ － ５ ９ ９ ３  


